















































錯覚の，程度はt Visual Analog ScalぞくVAS)を鰐いて聴
取したや統計学的分析として，…?と喜ef差分散分析を笑絡し，
さらに体議比較を行なっ e式:0[結果}尖験iでは，刺激強j支
1.151告において錯覚条件が安静条約二によとベ宥窓にMEPが
潟かったQ 実験2では，刺激強度1.15傍において後聖子告別浪
粂{キが安静条件によヒベ有窓にMEPがおかった。また，
VAS は錯覚条件において6.6土2.3，有不之
2.5丸， 視壁野予希制lj段条{件キ;にこて4ι.9土a.3でで鼻あ母札，有宥慈窓;緩がなかつ
た {結議論詰}乃不ミ一.致粂f件午と説野昔お斜詩封j践条{件守において， いずれの
場合でも被験者は援訴された勤務中の手部と自己身体の位
穏にずれがあることを知っていたo しかし，視野総絞条件
では錯覚条件と問機にた1EPの促進効果があうたことから，
動磁と自己身体とのずれによる沼EP促進効梁の滅弱は，
ずれを知っていることではなく，ずれを見ることで生じる
ことが明らかになった。
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